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(3)
大学等に
求める

研究成果

　住民が地域の魅力・資源を活用しながら地域づくり活動に自主的・持続的に取り
組めるよう、(2)③取組状況に例示する個別の地域または全市的な事業実施体制の構
築等、地域づくり活動の活発化に資する研究を期待する。

(4)
期待する
効果

　大学等の外部人材が参画することにより、地域の魅力の再認識や地域の活性化に
向けた機運醸成など、住民の意欲向上や地域活動の活発化に資するほか、他地域へ
の波及効果が期待される。

(1)
課題の
内容

　宇和島市においては、地域社会の維持及び活性化を図る目的として、平成25年度
より小学校区・公民館単位で設置された地域づくり協議会に対し地域づくり交付金
を交付する等、住民主体の誇りの持てる地域づくり活動を推進している。
　制度創設から各地区においては、地域の課題解決や魅力発信のため、活発な活動
を住民主体で展開されてきたところではあるが、地域の活性化が期待されるにも関
わらず、地域住民だけでは企画に係る知見やノウハウが不足するために実施に至っ
てない、企画段階の事業も見受けられる。
　地域づくり活動の目的達成に向けて事業の進展を図るには、交付金による財政的
だけでなく、専門家を交えての後方支援が必要であると考える。

(2)
提案背景
・現況

①
構成員

各地区地域づくり協議会　ほか地域住民
（旧小学校区または公民館単位の32地区において設置）

②
取組箇所

各地区地域づくり協議会の区域

③
取組状況

　各地区においては、地域づくり交付金等を活用して地域の課題解決等に
向けた地域づくり活動に取り組んでいるが、次に例示する事業のように、
地域の活性化が期待されるが、ノウハウがないために事業化に至らない事
業も見受けられる。
　例）和霊地区における柿を使った特産品、加工品開発
　　　御槇地区における集落づくりの見直し

④
その他

１協議会につき１～２名の市職員を「地域担当職員」として配置し、交付
金事業の申請書作成など、事務業務を補助。
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